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	 脂肪肝と診断されても、何も症状はないし、毎年言われているからと放っておいている

人も多いと思います。「脂肪肝」と言ってもどれくらい脂肪がついているのか、どれだけ肝

臓に負担がかかっているのかは人それぞれなので、自分の肝臓がどの段階にあるのかを知

っておくことが大事です。	

	

腹部エコー検査	

	 脂肪肝は、腹部エコー検査でわかります。正常の肝臓に比べると、脂肪肝は白く見えま

す。脂肪沈着が多くなるほど超音波が脂肪で反射されてしまうので、肝臓内の脈管が見え

づらくなったり、画面の下の方が見えなくなってきます。また、肝臓の線維化が進み硬く

なってくると、肝臓の表面が平らでなく、でこぼこになってきます。これらの所見がある

かないかで、脂肪肝の程度を決めています。しかしこれは見た目の判断なので、検査する

人によって多少の違いが出てきます。昨年導入した新しい超音波装置では、この脂肪化の

程度(ATT)と肝臓の硬さ(Vs)を数値で表すことができます。脂肪肝が進行すると肝臓が硬

くなり、肝硬変や肝臓癌になりやすくなります。新しい技術を使うことで、肝臓の硬さを

数値で判断することができるので、危険な脂肪肝かどうかが分かります。	

	



	

血液検査で肝臓の硬さ（線維化の程度）がわかります	

	 血液検査でAST(GOT)、ALT(GPT)、血小板数を調べ、以下の式を使うと FIB-4	 index

を求めることができます。FIB-4	 index とは肝臓の線維化の程度を示す指標で、その値が

1.30 未満であれば肝臓の線維化の可能性は低く、1.30 以上で肝臓の線維化の可能性があり、

2.67 以上で肝臓の線維化の可能性が高いとされています。血液検査で肝機能に全く異常が

なくても、FIB-4	 index を計算してみると肝臓の線維化が進んでいることがわかる場合も

あります。	

	

	 FIB-4	index は上記の式で計算できますが、

計算が複雑なので、インターネットで「FIB-4」

と検索すると簡単に計算できるサイトが出て

きます。ここでは昨年、熊本大学で脂肪肝に

よる肝硬変や肝臓癌の早期発見・治療を目的

に立ち上げた「熊本脂肪肝プロジェクト」の

サイトを紹介します。左の図のQRコードを

読み込んでみてください。	

	

	

当院での脂肪肝への取り組み	

	 今年から、当院では腹部エコーで脂肪肝が認められ

た場合、「脂肪肝レポート」というものを使って病状

の説明をしています。脂肪肝の程度や肝臓の表面の状

態、エコーで測定した肝臓の硬さ(Vs)と減衰の程度

(ATT)、血液検査での肝機能、FIB-4	 index、飲酒の

程度などから分かる現在の肝臓の状態と、生活習慣で

の注意点を記載したレポートをお渡しします。また、

体成分分析(InBody)を測定し、適切な筋肉/脂肪量、

減量値を示し説明します。脂肪肝で FIB-4	 index が

高い場合は、かかりつけ医で適切に管理していきまし

ょう。	

	


